
〔寄生虫学雑誌第19巻第１号10-14頁，1970〕

山陰地方における大複殖門条虫寄生の第８例

初鹿了岡田尚久山根洋右

鳥取大学医学部医動物学教室

伊藤道子

米子市

(1969年８月２２日受領）

大複殖用条虫DiPZogo"”oγ``ｓｇ７α"`/３（Blanchard、

1894）は，日本人特有の人体寄生虫であるが，その感染

源については未だ明らかにされていない．

殊に，この，．ｇγα"`ｉｓと形態の酷似する鯨複殖門

条虫Ｄ、６αｍｅ"”ｚＷ－ａｅが，日本近海で捕獲されるコイ

ワシクジラＢａＺａｅ"”reγααα`r０１℃sか．αrαから見出され

ており，これら両種の分類，形態，発育史など多くの課

題をもつ寄生虫である．

過去における，.ｇγα"cJis寄生患者の発生地は，大部

分が日本の海岸地区に限られており，飯島・栗本(1894）

により第１号の患者が発見されて以来，今日までに50例

近く報告されている．

本症例は山陰地方における第８例である．

虫体観察所見

鑑定を依頼して持参された自然排出の虫体は，未成熟

であって，頭節を欠き全長６２ｃｍ，最大幅９ｍｍであっ

た．生鮮標本では生殖器の排列状態が観察しにくく，圧

平染色標本ならびに切片標本によって，はじめて，．

g'一α"`ｉｓに固有の生殖器（未完成）２組または３組の存

在が認められた．

駆虫薬服用後に排出した虫体は全長２２ｃｍとやや短

く，最大幅4.5ｍｍで頭節を有していたが，各片節にお

ける生殖器はさきの自然排出虫体と同様に，未成熟であ

った．

虫体各部位の計測値はＴａｂｌｅｌに示したとおりであ

る．

症例

TablelMorphologicaldataofspeciｍｅｎ
患者：安○寛○，男，４５歳．鳥取県米子市河崎在住．

商業．

主訴：虫体排出前，腹痛・下痢(１日に５回位）・食欲

不振・全身倦怠感．

家族歴：父，肺結核で死亡（52歳)．母，腎炎で死亡

(72歳)．妻子はともに健康．

既往歴：肺結核に罹患（19歳)．

現病歴：1968年７月28日朝，食欲不振．上腹部鈍痛お

よび下痢を５回きたし，白色ひも状物１条（約３０ｃｍ）

を排出した(この個体は採取されていない)．同日再び腹

痛を起こし，下痢便に混じて乳白色ひも状物１条を排出

した．虫体排出後は，腹痛・下痢・倦怠感などの症状は

消失した．

同年８月１日朝，カマラ（12ｇ服用）による駆虫を試

みたところ，服用約１時間30分後に頭節を有する虫体１

条を排出した．

Ｈｅａｄ

ｌｅｎｇｔｈ・…..…・……・・０．８５ｍｍ
ｗｉｄｔｈ..…・・・・…・・・・…０．７７ｍｍ

Ｎｅｃｋ

ｌｅｎｇｔｈ…・・・．…・……・・０．０３ｍｍ
ｗｉｄｔｈ・・・・・・・…・・・……０．３５ｍｍ

Ｓｅｇｍｅｎｔ

ｌｅｎｇｔｈ……・…・……・・０．０９～０．３２ｍｍ
ｗｉｄｔｈ・・・・・…・・・・…・…０．７５mm

thickness…・・・・・……・・０．８～LOmm

Thicknessofmusclelayer

longitudinal……・……６０～90JzZ

transverse・・・・・・・。・・・．・・・３０～７０'

Diameterofnerve-trunk…･76.4~35.M
Dianleterof

medurallyexcretoryduct・・８．１～２７×２．７～２１．６β
Thicknessof

corticalparenchyma・・・・・・170～390/z

medurallyparenchyma…８０～200’
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頭節はやや大きく，生鮮標本による側面からの計測値

は，頭部縦径0.85ｍｍ，同幅径0.77ｍｍで，頭部の排

泄管が明瞭に観察された．頭部に続く頚部は縦径０．０３

ｍｍ，幅径0.35ｍｍであった．

染色標本による虫体後方の片節の計測値は，縦径が

0.09～0.32ｍｍと極めて短く，幅径0.75ｍｍであっ

た．また，切片標本による片節の厚さは0.8～1.0ｍｍ

で，後方の片節よりも前方の片節の方がむしろ厚い傾向

がみられた．

横断切片標本では，表､層の縦雛溝が前方の片節で４～

５条，後方の片節で７～８条認められた．角皮層は２．０

～5.4ｌｂＩであった．角皮層のすぐ内側には，細長い形を

呈した角皮下細胞が認められ，さらにその内部には縦走

筋および横走筋が明瞭に認められた．

縦走筋は，縦雛溝の部位で極端に薄くなっていた縦

走筋層の厚さは，矢状断切片標本で６０～90/（であった．

横走筋層は，縦走筋層よりもやや薄く３０～70′であ

った．

皮質層（corticalparenchyma）の厚さは170～390β

で，卵黄腺細胞は全く認められず，網状構造を呈した細

胞が観察された．

髄層(medurallyparenchyma)は80～200〃の厚さで，

睾丸原基細胞，神経幹および排泄管が認められた．

睾丸は，後方の片節にのみ観察されたが，いずれも未

熟で極めて小さく，背部横走筋に沿って－列に並んでお

り，この像は矢状断切片標本においても観察された．

神経幹は，生殖器と片節側縁との中間付近を縦走して

おり，片節の背腹に長い楕円形でその大きさは長径76.4

/１，短径３５．１/`であった．

排泄管は，ほぼ円形を呈しており，管壁がやや厚く，

前方および後方の片節の髄層内に認められた．前方の片

節では，生殖器と神経幹との間に左右各１本および両生

殖器間に３本の計５本が明瞭に認められた．一方，後方

の片節ではその数が少なく，生殖器と神経幹との間に左

右各１本のほか，両生殖器間に１本の計３本が認められ

た．皮質層には認められなかった．この排泄管の計測値

は長径8.1～27/【，短径2.7～21.6/'であった．

矢状断切片標本では，陰茎嚢および貯精雲の完成は認

められなかったが，水平断切片標本においては，ほぼ円

形に近い陰茎雲とそれに続く子宮の概形が観察された．

子宮の発育段階は，こん棒状のものから，ら線状に移

行する時期のものと推察される．

生殖孔は未だ明瞭に認め難いが，片節の腹面に開口し

ていた．そのほか，卵黄腺は認められなかった．

考察

本症例における虫体は,生鮮標本の観察ではＤ､９次"I-

cJ/ｓに固有の生殖器配列の状況が不明瞭であり，体節の，

染色標本および切片標本によって観察して，初めてＤ…

g'．α"肋と同定できた．

，．ｇγα"cJisの分類同定に関しては，さきの症例報告

でも述べた如く，Ｄや/ogo"”ｏｒ"ｓ属の条虫類に対する

分類基準が確立されるまで，著者らは日本において人体

から得られるこの種の条虫については，一応，．ｇ、"

α/ｓとして取り扱うことにしている．

排出された虫体の長さは，最初に自然排出したが採取

されなかったものを含めても，全長が１ｍ前後であっ

て，従来から報告されているＤ・ｇｒａＭｊｒｓの虫体に比較

するとやや短いようである．これは，片節の縦径が極め

て短いことや，片節が概して厚いことなど考え合わせる

と，虫体は排出したのち，前後に収縮したものと推定さ

れる．

頭節の大きさは，過去に報告されたものと近似である

が，その形はまるみが少なく，従来のものよりやや角張

っていた．殊に頭節の輪廓が均等でなく，吸溝が不明瞭

であった．このように，頭節は固定の状態によってその

形が可成り変化するものと考えられる．

山陰地方における第６例（前島ら，1969）の虫体は極２

めて簿<，片節の縦径が大きかったが，人体内から排出

された虫体が，観察・固定されるまでにどのような反応Ｊ

を示し，虫体の頭節や片節の外観がどう変化するのか，

，．ｇ'．α"‘んも含めて条虫類一般の基本的な問題として

検討する必要があると考える．

また，排泄管は通常生殖器と神経幹との間に存在して

いるが，本症例における虫体の排泄管は，これらの部位

のほか両生殖器間にもその存在が認められた．このよう

に排泄管が両生殖器間に存在した虫体は，山陰地方にお

ける過去の７例の虫体でも観察されていない特徴であっ

た．

駆虫薬服用後，虫体を排出した便に混じて，幼条虫

plerocercoidl個体が見出された．このplerocercoid

は全長２．１ｃｍ，最大幅２．５ｍｍで，染色標本作成後そ

の詳細を観察したが，果してこのplerocercoidが，．

ｇ'言α"αｉｓのものか否かは明らかでない．

患者は，過去におけるＤ・ｇｒａＭ/s寄生患者と同様に

海産魚の刺身が大好物であって，晩しゃく時には海産魚

の刺身を絶対に欠かさないという程の刺身好きである．

特に嗜好して食した魚種はキス，ハマチ，カタクチイワ

（１１）
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シ，ヤナギガレイおよびイカなどで，淡水魚は生食して

いない．

総括

鳥取県米子市在住の男子（45歳）から頭節を欠く大複

殖門条虫DiPZogo"OPo7wSg八Jｍｉｓの未成熟虫体が排

出され，さらにカマラによる駆虫を試みた結果，頭節を

有する虫体１条と幼条虫plerocercoidl個体が得られ

た．

本症例は山陰地方における第８例である．

虫体の一部は，各方向の連続切片標本により詳細に観

察し，また同時に多くの写真を用いてその形態的特徴を

示した．
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THE EIGHTH CASE OF HUMAN INFECTION WITH DIPLOGONOPORUS

GRANDIS IN SANIN DISTRICT

Ryo HATSUSHIKA, Naohisa OKADA, Yosuke YAMANE

{Department of Medical Zoology, Tottori University,

School of Medicine, Yonago City, Japan)

AND MlCHIKO ITO

{Yonago City, Japan)

An immature strobila without scolex was spontaeously discharged from 45-year-old male in

Tottori Prefecture.

After treatment of Kamala (12 g), an immature strobila with scolex was expelled from

the patient.

The scolex was somewhat larger and peculiar in shape compared with the known speci

men, but other morphological features were identical to the characteristics of Diplogonoporus

grandis.

This is the record of the 8th case from the coastal area of the Japan Sea.
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